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時にਝ଎ͳ௨஌֐ࡂ

●感染予防策の啓もう・定着化
感染症に対する知識を高め、一人ひとりが 
感染症対策へ取り組めるように、予防策通知
に活用できます。

●日々の健康状態を把握
職員・従業員・学生の健康状態や勤務場所など 
を注意深く監視することにより、感染の兆候
を早期に把握できます。

●気象情報と連携した自動配信
気象庁の気象情報（地震、津波、注意報・警報、特別警報など）と連動し、
指定地域（県あるいは市町村のいずれか）に応じて、対象者へ自動的に
一斉メール通知やスマートフォン専用アプリにプッシュ通知が行えます。
迅速な初動対応により早期に状況を把握でき、従業員の安全安心と 
事業を守ります。

ΛकΔۀࣄ
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●人材マネジメントの初動対応
感染者および濃厚接触者の業務代行に必要
な人員を選出し、個別に緊急連絡することで、
速やかに引き継ぎができます。

●サプライチェーンへの初動対応
サプライヤー、取引先企業へ緊急連絡（業務
停止、再開通知、感染拡大防止）することで、
影響を最小限に抑えます。

●通信の輻輳と回答率向上を考慮した手法
北海道胆振東部地震、熊本地震、東日本大震災でも高い効果を実証し
ています。
災害発生時でも容易かつ的確な状況伝達を実現するメール回答とスマー
トフォン専用アプリからの回答は、WEB回答に比べデータ量が少なく、
輻輳の影響を受けにくい手段です。

ඃ֐の࠷খԽ・ײછ֦େ཈ࢭ

●感染が疑われる方への個別連絡
感染が疑われる「濃厚接触者」等へ個別にメッ
セージを送り、検査等の指示が行えます。

●全従業員への緊急連絡
全従業員への感染発生情報の通知や注意喚
起で、従業員と家族の安全確保につなげます。

●感染者や濃厚接触者の状況把握
自宅待機・療養する感染者や濃厚接触者の 
健康状態の把握と、管理者から出社可否の 
連絡が行えます。

ϓογϡ௨஌ εϚーτϑΥϯઐ༻ΞϓϦճ౴メールड信 メール返信（ճ౴）
ड信メール
11/03/11 14:52
anpi@˔˔.com
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http://****/****/**** 
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10/**/**
anpi@˔˔.com
RE:[d0106121-1]஍਒発生にΑΔ
安否確認
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ʻメールʼ ʻઐ༻ΞϓϦʼ

˓݄˓日
˓˓ΦϑΟεでײછ確認
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ग़ࣾ時のରԠの͓஌Βͤ

（注）多くのベンダーで採用されいてるWEB回答は、災害発生後に起こりやすいWEBサイトへの
アクセス集中により、画面表示できないなどのトラブルに陥るリスクがあり、回答できない
ことがあります。ࡏ୐ϫーΫ ΦϑΟε ϫーέーγϣϯ

富士通株式会社　 1˟05-7123 ౦ژ౎۠ߓ౦৽2-5-1ڮ ࣚཹγςΟηϯλー

富士通コンタクトライン（総合窓口）

0120-933-200
受付時間 9：00～17：30 （土・日・祝日・当社指定の休業日を除く）

お問い合わせ先

AN3003 - 6 - 2021年3月

環境貢献ソリューション

https://www.fujitsu.com/jp/products/network/managed-services-network/resilience/emergency-email/
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員ΛकΔɻձࣾΛकΔɻۀै

ニューノーマル時代の働き方の変化にともない、企業は事業継続計画（BCP）の見直しを求められています。
例えば、従来働く場所は自社のオフィスが中心であった企業も、テレワークの浸透により自宅や社外のサテライトオフィスなどへ分散し
ています。そのような状況で万が一の災害やトラブルが発生した際に、従来のBCPに基づいた対策だけでは十分とは言い切れないため、 
この時流に追随し複合的脅威への備えが求められています。

企業と働く人々を取り巻く危機は、以前よりも多様化しており安否確認の活用範囲も広くなってきています。
従業員の安全確保を最大限に優先しながら、サプライチェーンマネジメント、事業継続に向けた施設・設備の被災状況確認など、初動対
応を適切に行うことが重要です。

 χϡーϊーϚル時୅のʮܧۀࣄଓʯΛ͑ࢧΔͨΊにඋ͑Δ΂͖ϙΠϯτ

備えるべき3つの対策

信頼性の高い
自社データセンターで運用

スピードと使いやすさ
を徹底追求

Քಇ཰ 99.999％ のߴ信པੑ

Ϋϥεのߴ࠷಺ࠃ
࿚ੑ・ηΩϡϦςΟݎ

ωοτϫーΫ・αーόーͳͲ͸
෋࢜௨੡඼で৑௕Խߏ੒

TIER4ͨ͠ٻଓੑΛపఈ௥ܧۀࣄ
にରԠ͢Δηϯλー͔Β
຿ΛόοΫΞοϓۀ時֐ࡂ

஍਒発生後͔Β約 5分～9分ఔ౓
でҰ੪഑信։࢝˞

Δ௨信の᫔᫓ͱ͜ى発生時に֐ࡂ
ճ౴཰޲上Λྀͨ͠ߟ手๏Λ࠾༻

2004年サービス開始
17年間培った実績・ノウハウ

େن໛ͳ܇࿅࣮ࢪでఆظతに
ੑೳධՁͱ੡඼΁のϑΟーυόοΫ

 450社150万 ID のಋೖ࣮੷

ۙ೥のେن໛஍਒で΋ҖྗΛ発ش

෋࢜௨άルーϓ（約86,000 ID）
でࣾ಺࣮ફ

୭で΋ૢ͠࡞΍͍͢
εϚーτϑΥϯઐ༻ΞϓϦΛ͝༻ҙ
（iPhoneɺAndroid༻にରԠ）

 ۙ೥のେن໛஍਒発生時のՔಇ࣮੷（ࣾ಺࣮ફ）

北海道胆振東部地震、大阪北部地震でも、迅速な初動対応で安否確認に威力を発揮しています。

近年、予測不可能な自然災害（地震、風水害など）は頻発し激甚化してきています。
さらに新型コロナウイルス感染症の影響は長期化が予想されており、パンデミック宣言をきっかけに災害は常態化し、 
働き方・働く場所は大きく変わりました。
富士通は企業が今すぐできる対策として、複合的な脅威とニューノーマル時代の働き方に対応した「緊急連絡／安否確認
サービス」をご提案します。

Җڴછ঱のײ ࣗવ֐ࡂの
ܹਙԽ

※東日本大震災における実績値

感染症対策感染症対策 多様な働き方 
への対応
多様な働き方
への対応

自然災害への 
迅速な対応
自然災害への
迅速な対応

ಇ͖ํのଟ༷Խ Խࢄ員の分ۀै

 企業を取り巻く 
複合的脅威

●大阪北部地震（通勤時）

2018年6月18日（月）7:58 頃　最大震度6弱
平日朝の発生では1時間後に94％、2時間後には99％  
の状況把握が完了

●北海道胆振東部地震（深夜）

2018年9月6日（金）3:08 頃　最大震度7 
深夜に発生した災害でも5時間後には90％、7時間後に99.9％ 
の状況把握が完了

1 2 3

選ばれる理由

FUJITSU  Public Sector Solution Social Century Resilience 緊急連絡／安否確認サービス

【確認済人数の推移】【確認済人数の推移】
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上司が別の手段で確認 安否メールに返信

午前4時（約50分後）:100名（14%）

午前6時（約3時間後）:318名（44%）

午前8時（約5時間後）:
 641名（89%）

午前10時（約7時間後）:
 717名（99.9%）

平日のਂ໷に発生
午前6時·でに318ਓが返信
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上司が別の手段で確認 安否メールに返信

午前8時半（約30分後）：517名（72%）

午前9時（約1時間後）：670名（94%）

午前10時（約2時間後）：708名（99%）

午前0時13分（4時間15分後）:
 715名（100%）

平日の朝に発生
・約1時間後に94%確認
・4時間15分後に全員確認

従業員

施設・設備

サプライヤー・取引先企業 αϓϥΠνΣーϯ΁の׆༻

確認گઃ・ઃඋのঢ়ࢪ時֐ࡂ

カンタン回答

SaaS

富士通データセンター管理者

従業員の日々の安全・健康管理

従業員からの回答の自動集計

気象連携

一斉通知・
災害時自動配信
一斉通知・

App
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